
住民基本台帳　（前月比）
計 42,118 （－10）
男 19,941 （  －4）
女 22,177 （  －6）

世帯数 18,023 （－33）

※65歳以上人口
計 14,557人  男 6,288人  女 8,269人

平成29年５月１日現在

市民のうごき

◆防災・情報メール配信サービス
◆木造住宅の耐震化を強力に支援
◆吉野川市市民コンサート
◆情報ひろば
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●問い合わせ 市秘書広報課　☎22－2203　FAX22－2244　



耐震診断後、各種補助制度を利用して耐震改修等を検討しましょう!

●問い合わせ 市建築営繕室　☎22－2224　FAX22－2246

　近い将来に発生が予想されている「南海トラフ巨大地震」による建物の倒壊から命を守るため、
吉野川市では木造住宅の耐震化をすすめています。

まずは「耐震診断!」 無料です！

1．木造住宅耐震改修支援事業    　　　　　　　対象工事費の2/3補助　上限額：120万円
　本格的な耐震改修を行う費用を補助します。（リフォーム工事は、対象外）
　（1）吉野川市が実施する耐震診断の結果、上部構造評点が1.0未満のもの
　（2）高さ1.5ｍ以上の家具を固定し、評点を1.0以上に改善すること
 
2．木造住宅安全・安心リフォーム支援事業　　　　　対象工事費の2/3補助　上限額：60万円
　簡易な耐震改修と併せて行うリフォーム費用を補助します。
　（1）吉野川市が実施する耐震診断の結果、上部構造評点が1.0未満のもの
　（2）高さ1.5ｍ以上の家具を固定
　（3）次の項目のうちどれか一つは実施すること
　　❶ 改修前の評点以上に改善（最低限0.7以上に改善）
　　❷ 耐震ベッド、耐震シェルターの設置（徳島県認定品）
　　❸ 一部屋の補強（❶または❷に相当する工事）
 
3．耐震シェルター設置支援事業　　　　　　　　対象工事費の4/5補助　上限額：80万円
　耐震シェルター(徳島県認定品)の設置費用を補助します。
　（1）吉野川市が実施する耐震診断の結果、上部構造評点が1.0未満のもの
　（2）高さ1.5ｍ以上の家具を固定
　（3）耐震化普及啓発活動へご協力いただくこと
 
4．木造住宅住替え等支援事業　　　　　　　　　　対象工事費の2/3補助　上限額：60万円
　耐震性のない木造住宅からの住み替えや建て替えに伴う住宅の除却費用を補助します。

　（住み替えは県内での住み替えに限ります。）
　（1）吉野川市が実施する耐震診断の結果、上部構造評点が0.7未満のもの
　（2）昭和56年５月31日以前に着工されたもの
　（3）住宅のすべてを除却する工事（一部だけの除却は対象となりません） 
○申し込み・受け付け
　　建築営繕室にて随時受け付けしています。
　　職員の戸別訪問による募集も行っています。　　
　　なお、各事業とも年度内の実施戸数には限りがありますので、申し込みの時に本年度実施分が終了
　していた場合は、次年度以降での実施となります。

● 対象となる木造住宅の条件
　 ❶ 吉野川市内で現在居住または居住予定の、平成12年５月31日以前に着工されたもの
　 ❷ 在来軸組構法、伝統構法および枠組壁工法によるもの（木質プレハブ工法は除く）
　 ❸ ３階建てまでのもの（併用住宅、共同住宅・長屋、借家を含む）
● 本年度の実施戸数　　160戸（予定）　　

地震に備えましょう!!
 　木造住宅の耐震化を強力に支援します

地震に備えましょう!!
 　木造住宅の耐震化を強力に支援します

情報伝達手段 内容

①　防災行政無線での放送

②　吉野川市防災・情報
メールの配信　　　　　　

　吉野川市防災・情報メールに登録されている方には、緊
急地震速報訓練の旨の防災メールの配信が行われます。

屋外スピーカーから、一斉に放送を行います。
【放送内容】
　上り４音チャイム

「こちらは、ぼうさい吉野川市です」
「ただいまから訓練放送を行います」
　緊急地震速報チャイム音

「緊急地震速報。大地震（おおじしん）です。
　大地震です。これは訓練放送です」×３回

「こちらは、ぼうさい吉野川市です」
「これで訓練放送を終わります」
　下り４音チャイム

●問い合わせ 市防災対策課　☎22－2235　FAX22－2248
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（１） 訓練日時　７月５日（水）　午前10時15分ごろ
（２） 訓練放送の内容

※防災行政無線の放送時間について
　現在、市内全域において防災行政無線の点検のため定時放送を１日３回（午前７時・正午・午後６時）放送し
ていましたが、一通りの音達確認がとれたため、７月１日（土）から、下記の２回に変更します。
　　正午　チャイム　　　　　午後６時　音楽
　また、急に聞こえなくなったり、音に不調があったりなど、異常を発見したときは、防災対策課（東館２階）
までご連絡ください。

緊急地震速報訓練を実施します緊急地震速報訓練を実施します
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「人権課題としての性的マイノリティ」
～同性愛・性別違和について～

●問い合わせ 市人権課・市人権教育推進協議会
☎
E-mail　jinken@yoshinogawa.i-tokushima.jp

プ ロ フ ィ ー ル

と　き

　

ところ　

8
1
3
R

号
信
滅
点

鴨島
公民館

● 点滅信号

●鴨島小学校

江川・
鴨島公園
●

●ハローワーク

●吉野川保健所
●JA麻植郡
●吉野川市役所

鴨島駅

R192

至池田

至徳島至土成

吉野川市文化研修センター

至徳島

●

鴨島第一
中学校

７月28日㈮
①受　　付　13：30～
②講 演 会　14：00～15：30
③懇談研修　15：40～16：10（先着25人）
　（懇談研修に参加を希望する方は、事前に人権課へ予約してください。）
※参加費無料
文化研修センター　吉野川市鴨島町鴨島696－14

講師　エディ　さん 
NPOレインボープライド愛媛代表
全国LGBT理解増進ネットワーク会議世話人
松山市男女共同参画推進センター運営推進員
松山市人権教育推進協議会理事

　愛媛県松山市で性的マイノリティ当事者への支援やさまざ
まな啓発活動を実施している、NPOレインボープライド愛
媛の代表。
　学習会、愛媛LGBT映画祭等のイベントを通じて、啓発を
進めるとともに、当事者同士の交流支援施設「えひめLGBT
センター　虹力（にじから）スペース」を開設するなど、地
域に根ざした活動を積極的に行っている。
　また、全国LGBT理解増進ネットワーク会議の世話人や、
愛媛県人権問題研修講師として講演活動を行うなど、日本各
地に当事者の声を届けている。

2017年度  第２回吉野川市人権講座

 誰もが自分らしく生きることができる社会をめざし、私たちがそれぞれの立場で何が
できるのか、一緒に考えてみませんか。
　多様性を認め合う社会は、多くの人にとって生きやすい社会となるでしょう。

と　き　９月13日（水）14：00～15：30
ところ　山川公民館
講　師　徳島大学　准教授
            モートン 常慈（じょうじ）さん
テーマ　外国人の人権
参加費　無料

第３回吉野川市人権講座の案内

2017年度  第２回吉野川市人権講座



吉野川市ホームページ　http://www.city.yoshinogawa.lg.jp
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広報よしのがわに関する問い合わせは市秘書広報課まで
☎22－2203　FAX22－2244
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設
ず
つ
あ
り
ま
す
。

市
子
育
て
支
援
課
　　
☎
22－

２
２
６
６
　
℻
22－

２
２
４
５

問
い
合
わ
せ

市
運
転
管
理
セ
ン
タ
ー
　
　
　
☎
25－

２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℻
25－

２
１
１
２

問
い
合
わ
せ

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
市
指
定
の
ご
み
袋
を
購

入
す
る
こ
と
で
、
ご
み
処
理
費
の
一
部
を
負
担

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
近
年
の
ご
み
の

排
出
量
の
増
加
に
伴
い
処
理
費
も
増
加
し
て
い

ま
す
。

　
現
在
、
本
市
が
進
め
て
い
る
第
３
次
行
財
政

改
革
実
施
計
画
に
基
づ
い
た
調
査
研
究
、
ま
た

社
会
情
勢
や
近
隣
市
町
と
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を

考
慮
し
、
平
成
30
年
１
月
か
ら
、
１
枚
あ
た

り
、
も
や
せ
る
ご
み
専
用
袋
（
大
）
を
20
円
か
ら

25
円
に
、
も
や
せ
る
ご
み
専
用
袋
（
中
）
を
17
円

か
ら
20
円
に
改
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
増
額
分
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
ご

み
処
理
費
に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
自
治
会
へ
の
交

付
金
は
、
現
行
の
ま

ま
と
な
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

 
 

市
指
定
ご
み
袋
の

　
　
　
　料
金
改
定
に
つ
い
て

もやせる
ごみ専用袋

（大）

もやせる
ごみ専用袋

（中）

200円

170円

→

→

250円

200円

平成30年
１月から現在10枚入り

市
指
定
ご
み
袋
の

　
　
　
　料
金
改
定
に
つ
い
て

病
児
・
病
後
児

保
育
施
設

さ
く
ら
ん
ぼ

所
　
在
　
地

開
　
設
　
日

保
育
時
間

延
　
　
　
長

休
　
　
　
日

利
　
用
　
料

延
　
長
　
料

昼
　
　
　
食

キ
ャ
ン
セ
ル

問
い
合
わ
せ

予
約（
電
話
）

対
象
年
齢

山
川
町
前
川
２
１
２
番
地
６

（
さ
く
ら
診
療
所
内
）

月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

午
前
８
時
〜
８
時
30
分

午
後
５
時
30
分
〜
６
時
30
分

30
分
　
２
５
０
円

60
分
　
５
０
０
円

４
０
０
円

（
持
参
の
場
合
は
不
要
）

１
歳
〜
小
学
６
年
生

土
・
日
・
祝
日
、
年
末
年
始

日
額
　
２
千
円（
市
内
在
住
者
）

生
活
保
護
世
帯
は
免
除

当
日
の
午
前
７
時
か
ら
８
時
に
電
話

０
９
０（
７
７
８
６
）３
１
９
１

鴨
島
町
鴨
島
３
５
３
番
地

（
石
原
小
児
科
内
）

月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

午
前
８
時
〜
８
時
30
分

午
後
５
時
30
分
〜
６
時

30
分
　
２
５
０
円

昼
食
・
お
や
つ
・
飲
み
物
な
ど
　
持
参

１
歳
〜
小
学
６
年
生

土
・
日
・
祝
日
、
年
末
年
始

お
盆
期
間
　
８
月
12
日
〜
15
日

日
額
　
２
千
円（
市
内
在
住
者
）

生
活
保
護
世
帯
は
免
除

前
日
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

当
日
　
午
前
７
時
30
分
〜

当
日
の
午
前
７
時
30
分
か
ら
８
時
に
電
話

０
８
０（
２
９
７
４
）５
３
８
９

ひ
だ
ま
り

前
日
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

当
日
　
午
前
７
時
〜

　み
な
さ
ん
は
、
同
和
問
題
は
無

く
な
り
、
過
去
の
も
の
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
同
和
問
題

は
、
決
し
て
過
去
の
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
差
別
的
な
書
き
込
み
や
、
結
婚

時
の
身
元
調
査
な
ど
、
い
ま
だ
に

「
差
別
の
実
態
」
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
状
況
か
ら
、
早
期
の

部
落
差
別
解
消
に
向
け
、
昨
年
12

月
に
法
律
が
公
布
・
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

　こ
の
法
律
は
、
第
一
条（
目
的
）

と
し
て
「
現
在
も
な
お
部
落
差
別

が
存
在
す
る
と
と
も
に
、
情
報
化

の
進
展
に
伴
っ
て
部
落
差
別
に
関

す
る
状
況
の
変
化
が
生
じ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
全
て
の
国
民
に

基
本
的
人
権
の
享
有
を
保
障
す
る

日
本
国
憲
法
の
理
念
に
の
っ
と
り
、

部
落
差
別
は
許
さ
れ
な
い
も
の
で

あ
る
と
の
認
識
の
下
に
こ
れ
を
解

消
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ

る
こ
と
に
鑑
み
、
部
落
差
別
の
解

消
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、

並
び
に
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の

責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

相
談
体
制
の
充
実
等
に
つ
い
て
定

め
る
こ
と
に
よ
り
、
部
落
差
別
の

解
消
を
推
進
し
、
も
っ
て
部
落
差

別
の
な
い
社
会
を
実
現
す
る
」
と

う
た
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
施
策
と
し
て
、

①
相
談
体
制
の
充
実

②
教
育
及
び
啓
発
の
推
進

③
部
落
差
別
の
実
態
に
係
る
調
査

の
実
施
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　こ
の
法
律
の
意
義
は
、
現
在
も

な
お
部
落
差
別
が
厳
然
と
し
て
存

在
す
る
と
の
認
識
が
法
で
新
た
に

示
さ
れ
た
こ
と
、
部
落
差
別
は
日

本
国
憲
法
に
照
ら
し
て
「
許
さ
れ

な
い
も
の
で
あ
る
」
と
明
記
さ
れ

た
こ
と
で
す
。

　差
別
や
偏
見
に
基
づ
く
行
為
は
、

人
間
の
人
格
や
尊
厳
を
傷
つ
け
る

も
の
で
あ
り
、
決
し
て
許
さ
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　私
た
ち
一
人
一
人
が
同
和
問
題

を
正
し
く
理
解
し
、
誰
も
が
「
生

き
て
い
る
こ
と
が
幸
せ
だ
」
と
言

え
る
社
会
を
私
た
ち
の
手
で
築
い

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に

関
す
る
法
律
（
部
落
差
別
解

消
推
進
法
）
が
公
布
・
施
行

さ
れ
ま
し
た

問
い
合
わ
せ

市
人
権
課

　　☎
22－

２
２
２
９

　
　
　
　
　
　
℻
22－

２
２
４
７

　

●問い合わせ 市社会福祉課　障がい福祉係　☎22－2263　FAX22－2260

　身体・知的に障がいのある方の日常生活などに関するさまざまな相談に対して、身体障
がい者相談員は同じ障がい者の視点から、知的障がい者相談員は知的障がい者の関係者が
応じます。個人の人格を尊重し秘密は厳守しますので気軽にご相談ください。

【身体障がい者相談員】

身体障がい者および
知的障がい者の相談員について

身体障がい者および
知的障がい者の相談員について

相談員氏名
岸田　知久
田中精一郎
平川　靖幸
古庫　計子
後藤田　賢
東谷　克子
森　　武男
瀬川　一夫
中山　善嗣
平野　　寛
桃井　春男
明石ヨシヱ

　　住　　　所
鴨島町牛島
鴨島町敷地
鴨島町中島
鴨島町山路
川島町桒村
川島町三ツ島字道南
川島町学字西出目
山川町村雲
山川町川田
山川町湯立
山川町宮北
美郷字平

電話番号
24－7126
24－5758
24－6927
24－8980
25－5455
25－2799
25－3675
42－4831
42－5307
42－4731
42－5745
43－2258

【知的障がい者相談員】
相談員氏名
桒原奈麻美
森西　和代
猪井　豊子
山㟢　惠子

　　住　　　所
鴨島町内原
鴨島町内原
川島町桒村
山川町青木

電話番号
22－0236
24－1502
25－2695
42－7339



「児童虐待かも？」と思ったら、迷わず児童相談所全国共通ダイヤル『189』へ連絡を!
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あ
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ひとりで悩まずに相談してください。
とくしま自殺予防センター　☎088（602）8911 ℻088（652）2327　9:00～16:00（土・日・祝日・年末年始除く）

第
７
回
菜
の
花
フ
ェ
ス
タ

＆
食
と
健
康

　

３
月
26
日
、
川
島
城
公
園
と
川

島
城
内
に
て
吉
野
川
に
生
き
る
会

主
催
の
イ
ベ
ン
ト
「
第
７
回
菜
の

花
フ
ェ
ス
タ
＆
食
と
健
康
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
吉
野
川
市
医
師

会
・
歯
科
医
師
会
の
協
力
に
よ
る

無
料
健
康
相
談
会
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

オ
カ
リ
ナ
演
奏
の
ほ
か
、
う
ど
ん
、

焼
き
そ
ば
な
ど
の
模
擬
店
と
い
っ

た
催
し
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
人
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

な
ど
の
実
施
計
画
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
分
団
長
に
な

ら
れ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
（
順

不
同
、
敬
称
略
）。

鴨
島
方
面
第
１
分
団
長

　
　
　

日　

野　

茂　

樹

鴨
島
方
面
第
３
分
団
長

　
　
　

辻　
　
　

博　

之

鴨
島
方
面
第
９
分
団
長

　
　
　

西　

浦　

克　

男

鴨
島
方
面
第
11
分
団
長

　
　
　

多　

田　

富　

雄

百
歳
の
誕
生
日

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

４
月
27
日
に
山
川
町
西
ノ
原
の

川
端
ミ
ヨ
コ
さ
ん
と
、
４
月
28
日

に
美
郷
字
下
浦
の
東
出
安
江
さ
ん

が
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、

徳
島
県
と
吉
野
川
市
か
ら
祝
い
状

を
贈
り
ま
し
た
。

　

川
端
さ
ん
は
、
現
在
施
設
で
生

活
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
食
残
さ
ず

に
食
事
を
と
っ
て
お
り
、
特
に
ば

ら
ず
し
が
好
物
だ
と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
入
所
す
る
ま
で
は
畑
仕

事
に
俳
句
、
踊
り
な
ど
多
趣
味

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
先
日
開
催
さ

れ
た
祝
う
会
で
は
、
多
く
の
親
族

や
施
設
の
方
に
見
守
ら
れ
な
が
ら

祝
い
状
を
受
け
取
り
、
長
寿
の
秘ひ

訣け
つ

は
「
よ
く
食
べ
て
よ
く
寝
る
こ

と
」
と
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　　

東
出
さ
ん
は
、
美
郷
で
ご
家
族

と
生
活
し
て
お
り
、
三
年
前
ま
で

家
事
や
畑
仕
事
を
さ
れ
て
い
た
そ

う
で
す
。「
美
郷
の
景
色
が
大
好

き
で
、
畑
仕
事
や
山
仕
事
で
培
わ

れ
た
体
力
の
お
か
げ
で
長
生
き
が

で
き
た
」
と
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

消
防
団
辞
令
交
付
式

　

４
月
７
日
、
市
役
所
で
団
長
、

副
団
長
、
市
内
34
分
団
の
分
団
長

の
出
席
に
よ
り
、
吉
野
川
市
消
防

団
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
、
米
谷

消
防
団
長
か
ら
、
４
月
か
ら
新
し

く
分
団
長
に
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っ
た
11
人
に
辞
令

書
が
交
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さ
れ
ま
し
た
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29
日
、
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晴
の
も
と
、
吉

野
川
市
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ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
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大
会
に
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女
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９
２
人
が
参
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し
、
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頃
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習
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成
果
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発

揮
し
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、
ナ
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シ
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連

発
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で
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を
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り
が
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」
と
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顔
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祝
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状
を
受
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ま
し
た
。
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寿
者
は
34
人
（
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31
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男
性
３

人
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に
な
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ま
し
た
。

美しい情景や演奏に目を奪われました
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り
よ
だ
金
年
民
国国

民
年
金
の
手
続
き
は
お
済
み

で
す
か

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に

つ
い
て

学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
存
じ

で
す
か

社
会
保
険
労
務
士
会
に
よ
る

無
料
年
金
相
談

　
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
で
、

会
社
を
退
職
さ
れ
た
方
は
、
厚
生

年
金
保
険
か
ら
国
民
年
金
へ
変
更

す
る
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
会
社
を
退
職
さ
れ
た
方

に
扶
養
さ
れ
て
い
た
配
偶
者
の
方

に
つ
い
て
も
、
国
民
年
金
の
種
別

変
更
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
年
金
手
帳
、
退
職
日
が
確
認
で

き
る
書
類
を
添
え
て
、
国
保
年
金

課
（
本
館
１
階
）
ま
た
は
各
支
所

（
川
島
・
山
川
・
美
郷
）
で
、
国

民
年
金
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。　問

い
合
わ
せ

徳
島
北
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
８（
６
５
５
）０
２
０
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年
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１
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４
３

　
平
成
29
年
度
の
保
険
料
は
、
月

額
１
万
６
４
９
０
円
で
す
。

　
納
付
方
法
は
次
の
と
お
り
で
、

そ
の
な
か
で
も
、
保
険
料
の
納
め

忘
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
口
座

振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

が
便
利
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
付
方
法

現
金
納
付
・
口
座
振
替
・
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
・
電
子
納
付

　問
い
合
わ
せ

徳
島
北
年
金
事
務
所
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０
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８（
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５
５
）０
９
１
１

　
学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
市
に

住
民
登
録
し
て
い
る
20
歳
以
上
の

学
生
で
、
学
生
本
人
の
前
年
の
所

得
が
一
定
以
下
の
場
合
に
、
申
請

に
よ
り
保
険
料
を
後
払
い
で
き
る

制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
し
た
場
合
、

納
付
が
猶
予
さ
れ
た
月
か
ら
10
年

以
内
で
あ
れ
ば
、
保
険
料
を
追
納

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
年
金
手
帳
、
有
効
期
限
が
記
載

さ
れ
た
学
生
証
か
在
学
証
明
書
を

添
え
て
、
国
保
年
金
課
（
本
館
１

階
）
ま
た
は
各
支
所
（
川
島
・
山

川
・
美
郷
）へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　問
い
合
わ
せ

徳
島
北
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
８（
６
５
５
）０
９
１
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年
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２
２
４
３

　
次
の
と
お
り
、
社
会
保
険
労
務

士
会
に
よ
る
無
料
年
金
相
談
を
実

施
し
ま
す
。

　
年
金
事
務
所
で
の
相
談
と
同
じ

よ
う
に
、
各
種
年
金
の
請
求
お
よ

び
届
け
書
の
受
け
付
け
も
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

相
談
日
時
・
場
所

▽
７
月
27
日
㈭
　
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
／
本
館
１
階
１
１
１
会
議

室▽
８
月
24
日
㈭
　
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
／
本
館
１
階
相
談
室

　予
約
先
・
問
い
合
わ
せ

街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
徳
島

（
オ
フ
ィ
ス
）
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【
エ
シ
カ
ル
消
費
、で
き
る
こ
と

　
か
ら
！
】

　
エ
シ
カ
ル
消
費
と
は
、
直
訳
す

る
と
「
倫
理
的
な
消
費
」
と
な
り
、

環
境
や
地
域
な
ど
に
配
慮
し
な
が

ら
行
う
消
費
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

「
地
産
地
消
」
や
「
エ
コ
」、

「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
」
と
い
っ
た

取
り
組
み
も
エ
シ
カ
ル
消
費
の
一

部
で
あ
り
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活

の
意
外
と
近
く
に
、
た
く
さ
ん
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
エ
シ
カ
ル
消
費
を
実
践
す
る
こ

と
で
、
生
産
者
、
消
費
者
と
の
つ

な
が
り
が
生
ま
れ
、
地
域
を
元
気

に
す
る
原
動
力
に
も
な
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
地
産
地
消
に
取
り
組

む
こ
と
で
、
消
費
者
側
は
生
産
物

を
新
鮮
か
つ
、
よ
り
安
い
価
格
で

購
入
で
き
ま
す
。
生
産
者
側
は
、

安
定
し
た
収
入
が
見
込
め
る
よ
う

に
な
り
、
や
が
て
は
地
域
経
済
の

活
性
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
相
互
利
益
の
仕
組

み
を
意
識
し
て
、
エ
シ
カ
ル
消
費

に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

で
き
る
こ
と
か
ら
、
少
し
ず
つ
実

践
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　問
い
合
わ
せ

吉
野
川
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
市
総
務
課
内
）

　
　
　
　
　
　
☎
36－

１
８
４
０

　
　
　
　
　
　
℻
22－

２
２
４
４

「消費者ひろば」は、徳島県金融広報委員会の助成金を利用して作成しています。

消
費
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ろ
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総
務
課
内
）

　
　
　
　
　
　
☎
36－

１
８
４
０

　
　
　
　
　
　
℻
22－

２
２
４
４

「消費者ひろば」は、徳島県金融広報委員会の助成金を利用して作成しています。

消
費
者
ひ
ろ
ば

空
海
の
道
ウ
オ
ー
ク

　

５
月
21
日
、
第
18
回
四
国
三
郎

を
ま
た
ぐ
空
海
の
道
（
10
番
札
所

切
幡
寺
～
11
番
札
所
藤
井
寺
経
由

ひ
ま
わ
り
農
産
市
）
と
第
23
回
最

後
ま
で
残
っ
た
空
海
の
道
（
11
番

札
所
藤
井
寺
～
12
番
札
所
焼
山
寺

経
由
鍋
岩
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
県
内
外
か
ら
平
地

コ
ー
ス
に
１
７
０
人
、
山
道

コ
ー
ス
に
４
８
０
人
が
参
加
し
、

１
２
０
０
年
前
に
空
海
が
歩
い
た

当
時
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
、
豊

か
な
自
然
を
楽
し
み
ま
し
た
。

川島潜水橋を通過



がんを防ぐための 新12か条　１条　たばこは吸わない

児
童
手
当
現
況
届
の

　
　
　
　
　
提
出
に
つ
い
て

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
６

月
中
に
「
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
提
出
が
な
い
と
６
月

以
降
の
児
童
手
当
が
受
給
で
き
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
必
ず
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

受
付
期
限　

６
月
30
日
㈮
ま
で

受
付
場
所　

子
育
て
支
援
課
（
本
館
１

階
）
ま
た
は
各
支
所
（
川
島
・
山
川
・

美
郷
）

手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
現
況
届
（
各
受
給
者
に
送
付
し
て
い

ま
す
）

○
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
・
ゴ
ム
印
不
可
）

○
受
給
者
の
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

写
し

○
受
給
者
お
よ
び
配
偶
者
の
平
成
29
年

度
所
得
課
税
扶
養
証
明
書
（
平
成
29
年

１
月
２
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
方
の

み
）

※
受
給
者
が
税
法
上
の
配
偶
者
控
除
を

と
っ
て
い
る
場
合
は
受
給
者
の
み
。

児
童
と
受
給
者
の
住
所
が
違
う
場
合

○
申
立
書

○
児
童
の
属
す
る
世
帯
全
員
の
住
民
票

（
児
童
の
住
所
が
本
市
以
外
の
場
合
に

必
要
）

※
世
帯
の
状
況
に
応
じ
て
、
他
に
も
申

告
書
な
ど
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
問
い
合
わ
せ

市
子
育
て
支
援
課　
☎
22−

２
２
６
６

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
４
５

重
度
心
身
障
が
い
者
等
医
療
費

受
給
者
認
定
の
更
新

　

対
象
者
に
は
関
係
書
類
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
必
ず
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

受
付
期
限　

７
月
14
日
㈮
ま
で

受
付
場
所　

社
会
福
祉
課（
本
館
２
階
）

手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
重
度
心
身
障
が
い
者
等
医
療
費
受
給

者
認
定
（
更
新
）
申
請
書

○
対
象
者
が
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

被
保
険
者
証
の
写
し

○
介
護
証
明
書
（
身
体
障
が
い
者
手
帳

２
級
所
持
者
の
う
ち
常
時
介
護
を
要
す

る
方
）

○
平
成
29
年
度
（
平
成
28
年
中
）
所
得

課
税
扶
養
証
明
書
（
必
要
な
方[

平
成

29
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
し
た
対
象

者
お
よ
び
配
偶
者
、扶
養
義
務
者]

・[

本

市
以
外
に
在
住
の
扶
養
義
務
者]

・[

住

所
地
特
例
該
当
者]

）

　
問
い
合
わ
せ
　

市
社
会
福
祉
課　

障
が
い
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
☎
22−

２
２
６
３

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
６
０

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
申
請

は
お
済
み
で
す
か
？

　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
の

み
の
世
帯
へ
の
救
急
対
策
と
し
て
、「
救

急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
を
無
料
で
配
布

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
急
病
や
災
害

時
な
ど
万
一
の
と
き
に
、
氏
名
・
か
か

り
つ
け
医
・
健
康
保
険
・
緊
急
連
絡
先

な
ど
を
記
入
し
た
用
紙
を
キ
ッ
ト
の
中

に
入
れ
て
冷
蔵
庫
に
保
管
し
て
お
き
、

救
急
医
療
な
ど
に
活
用
す
る
も
の
で
す
。

次
に
該
当
さ
れ
る
方
（
世
帯
）
は
、
無

料
で
配
布
で
き
ま
す
の
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
書
は
社
会
福
祉
課
（
本

館
２
階
）
お
よ
び
各
支
所
（
川
島
・
山

川
・
美
郷
）
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
住
民
税
の
課
税
・
非
課
税
は

問
い
ま
せ
ん
。

対
象
と
な
る
方　

吉
野
川
市
内
に
住
所

を
有
し
、
現
に
市
内
の
既
存
住
宅
に
居

住
し
て
い
る
次
の
方
。

①
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯
お

よ
び
高
齢
者
の
み
の
世
帯

②
そ
の
他
、
市
長
が
適
当
と
認
め
た
方

※
「
救
急
情
報
」
の
記
入
内
容
に
変
更

が
あ
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
訂
正
し

て
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
　

市
社
会
福
祉
課　

地
域
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
☎
22−

２
２
６
１

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
６
０



がんを防ぐための 新12か条　２条　他人のたばこの煙をできるだけ避ける

金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
に
該
当

す
る
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

　

９
月
下
旬
に
、
金
婚
（
50
周
年
）・

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
（
60
周
年
）
記
念
式

典
を
実
施
し
ま
す
。
吉
野
川
市
民
で
次

の
基
準
に
該
当
さ
れ
る
方
は
申
込
書
に

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。　
　

【
該
当
基
準
】

☆
金
婚
（
50
周
年
）
該
当
者

　

昭
和
42
年
９
月
１
日
ま
で
に
入
籍
さ

れ
た
ご
夫
婦

☆
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
（
60
周
年
）
該
当

者
　

昭
和
32
年
９
月
１
日
ま
で
に
入
籍
さ

れ
た
ご
夫
婦

※
金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
の
該
当
者

で
本
籍
地
が
吉
野
川
市
以
外
の
方
は
、

申
込
時
に
戸
籍
謄
本
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
式
典
当
日
に
市
民
で
な
い
方
、
す
で

に
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
方

は
該
当
し
ま
せ
ん
。

※
こ
れ
ま
で
に
該
当
し
て
い
る
方
で
、

何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
表
彰
を
受
け
ら

れ
て
い
な
い
方
も
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

７
月
31
日
㈪

※
締
切
日
以
降
に
申
し
込
ま
れ
た
方
、

９
月
２
日
以
降
に
金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
婚
に
該
当
と
な
る
方
は
、
平
成
30
年

度
以
降
の
記
念
式
典
で
お
祝
い
し
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

　

申
込
書
は
、
次
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

す
の
で
、
印
鑑
を
持
参
の
上
、
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

○
社
会
福
祉
課
（
本
館
２
階
）

○
各
支
所
（
川
島
・
山
川
・
美
郷
）

　
問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
課　

地
域
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
☎
22−

２
２
６
１

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
６
０

下
水
道
へ
の
接
続
に

　
　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

公
共
事
業
と
し
て
、
道
路
な
ど
に
下

水
道
管
が
埋
設
さ
れ
、
戸
別
に
「
公
共

ま
す
」
設
置
完
了
後
、
下
水
道
の
供
用

開
始
が
公
示
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
か
ら
は

民
間
工
事
と
し
て
、
家
庭
や
事
業
所
の

便
所
、
台
所
、
風
呂
場
な
ど
か
ら
の
排

水
を「
公
共
ま
す
」に
つ
な
ぎ
込
み（
接

続
）
が
で
き
ま
す
の
で
、
遅
滞
な
く
接

続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ

市
経
営
企
画
課　　
☎
22−

２
２
５
９

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
５
４

平
成
30
年
吉
野
川
市
成
人
式

日
程
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

　

吉
野
川
市
で
は
、
毎
年
、
新
成
人
の

皆
さ
ん
を
祝
福
し
激
励
す
る
た
め
、
成

人
式
を
行
っ
て
い
ま
す
。

と
き　

平
成
30
年
１
月
３
日
㈬

　
　
　
　
　
　
　
　

受
付　

正
午
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

開
式　

午
後
１
時

と
こ
ろ　

鴨
島
公
民
館
３
階

　
　
　
　
　
　

江
川
わ
く
わ
く
ホ
ー
ル

対
象
者　

平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
で
、
本
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る

方案
内
状

　

対
象
者
に
は
、
平
成
29
年
11
月
末
ご

ろ
に
発
送
し
ま
す
。

　

ま
た
、
対
象
者
で
吉
野
川
市
か
ら
転

出
さ
れ
た
方
も
、
本
市
成
人
式
に
出
席

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
広
報
よ
し
の
が
わ
10
月

号
に
掲
載
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ

市
生
涯
学
習
課　　
☎
22−

２
２
７
１

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
７
０

「
菊
づ
く
り
」
参
加
者
募
集

　

菊
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
方
、
初
心

者
の
方
大
歓
迎
で
す
。

　

菊
友
会
で
育
て
た
菊
鉢
に
つ
い
て
は
、

菊
人
形
・
菊
花
展
、
四
国
菊
花
品
評
会

に
出
展
し
て
い
ま
す
。

参
加
資
格　

市
内
在
住
の
方
で
、
菊
づ

く
り
に
興
味
の
あ
る
方

　
問
い
合
わ
せ

鴨
島
菊
友
会
事
務
局
（
吉
野
川
商
工
会

議
所
内
）　　
　
　
　

☎
24−

２
２
７
４

　
　
　
　
　
　
　　
℻
24−

２
２
８
８



がんを防ぐための 新12か条　３条　お酒はほどほどに

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
の
会
員
募
集

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

は
、
子
育
て
中
の
家
族
が
安
心
し
て
子

育
て
と
仕
事
の
両
立
が
で
き
る
よ
う
に
、

依
頼
会
員
と
提
供
会
員
が
互
い
に
助
け

合
う
制
度
で
す
。

　
「
依
頼
会
員
」
と
「
提
供
会
員
」

○
依
頼
会
員

０
歳
か
ら
小
学
校
６
年
生
ま
で
の
子

ど
も
を
預
か
っ
て
ほ
し
い
方

○
提
供
会
員

自
宅
な
ど
で
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と

が
で
き
る
方

　

主
な
活
動
内
容

○
保
育
施
設
な
ど
へ
の
送
迎
お
よ
び
帰

宅
後
に
子
ど
も
を
預
か
る
。

○
冠
婚
葬
祭
や
子
ど
も
の
学
校
行
事
の

と
き
に
子
ど
も
を
預
か
る
。

○
外
出
の
と
き
に
、
子
ど
も
を
預
か
る

な
ど
、緊
急
的
・
一
時
的
な
保
育
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
ま
す
。

　

活
動
時
間
と
利
用
料
金

●
月
～
金　

午
前
７
時
～
午
後
９
時　

　

１
時
間
７
０
０
円

●
右
記
以
外

　

１
時
間
８
０
０
円

※
提
供
会
員
へ
の
直
接
支
払
い
。

　
問
い
合
わ
せ

市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　
　　
☎
25−

６
６
１
６

　
　
　
　
　
　
　　
℻
25−

６
６
１
７

生
涯
学
習
講
座
～
ド
キ
ド
キ

チ
ャ
レ
ン
ジ
～
受
講
生
募
集

★
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
教
室

と
き　

７
月
３
日
㈪　

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

と
こ
ろ　

川
島
公
民
館
２
階
研
修
室

※
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
あ
り
ま
せ
ん
。

講
師　

堀
江　

佳
代
さ
ん

受
講
料　

無
料

材
料
費　

５
０
０
円

持
参
物　

カ
ッ
タ
ー
・
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ

マ
ッ
ト

定
員　

14
人

申
込
期
限　

６
月
23
日
㈮
ま
で

　
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

川
島
公
民
館　
☎
・
℻
25−

２
１
８
０

五
九
郎
ま
つ
り

　

五
九
郎
ま
つ
り
は
、
大
正
か
ら
昭
和

に
か
け
て
大
活
躍
し
、
日
本
演
芸
史
上

に
大
き
な
功
績
を
残
し
た
鴨
島
町
出
身

の
喜
劇
役
者
、
曽
我
廼
家
五
九
郎
の
業

績
を
た
た
え
開
催
さ
れ
る
お
祭
り
で
す
。

　

鴨
島
駅
前
を
歩
行
者
天
国
に
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

と
き　

６
月
24
日
㈯
午
後
６
時
～
10
時

（
雨
天
時
は
25
日
㈰
に
順
延
）

と
こ
ろ　
Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
中
央
通
り

　
問
い
合
わ
せ

五
九
郎
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
吉
野
川

商
工
会
議
所
内
）　　
☎
24−

２
２
７
４

　
　
　
　
　
　
　　
℻
24−

２
２
８
８

五九郎まつり

〈人　　　権　　　相　　　談〉

７月13日㈭ 13:30〜16:00 西麻植会館２階会議室

７月25日㈫ 13:30〜16:00 山川公民館研修室３

〈行　　　政　　　相　　　談〉

７月３日㈪ 10:00〜12:00 山川公民館研修室１

７月４日㈫ 13:00〜15:30 川島公民館会議室

７月13日㈭   9:00〜12:00 市役所本館４階141会議室

〈司法書士会による無料法律相談〉

６月16日㈮ 10:00〜12:00 市役所本館１階相談室

７月21日㈮ 10:00〜12:00 市役所本館４階141会議室

火　災

３
月 ２件

累
計 ３件
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３
月
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累
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件

※
累
計
は
平
成
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年
１
月
か
ら
の
も
の

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動
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３



がんを防ぐための 新12か条　４条　バランスのとれた食生活を

巡回職業相談
対象者　職業相談希望の方
内容　県内求人情報の提供と職業相

談、職業についての知識や就職の
心構えについて指導

※雇用保険の受け付けは行いません。
【川島】
とき　７月12日㈬
　　　午後１時30分～２時30分
ところ　こだま会館
【山川】
とき　８月７日㈪
　　　午前10時～ 11時30分
ところ　湯立会館
問い合わせ
ハローワーク吉野川
☎24−2166　℻22−0410

清掃ボランティアのご案内
　除草作業、清掃作業を行います。
江川湧水源周辺
集合場所　江川湧水源「いやしの舎」

（吉野川医療センター西側）
作業日時　７月１日㈯
　　　　午前６時30分～７時30分
多津美橋～江川・鴨島公園
集合場所　多津美橋あずまや
　　　　　　（鴨島第一中学校西側）
作業日時　７月１日㈯
　　　　　　　　　午前７時～８時
問い合わせ
ＮＰＯ法人江川エコフレンド
☎090（9553）9760
℻24−5113（岡田）

高濃度PCB（ポリ塩化ビフェ
ニル）廃棄物の処分期限が近
づきました！
処分期限
○変圧器・コンデンサー
　平成30年３月31日
○安定器および汚染物など　　　
　平成33年３月31日
　中間貯蔵・環境安全事業㈱北九州
処理事業所への委託により、期限ま
でに処分を済ませてください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　当該処理施設については、処理期
限の１年後に閉鎖が予定されており、
その後は、適性に処分する手段がな
くなります。放っておくと有害物質
としての厳重な保管をいつまでも続
けなければならなくなりますので、
該当製品が残ってないか、確認をし
てください。
問い合わせ
徳島県県民環境部環境指導課
☎088（621）2269
℻088（621）2846

第197回まちかどコンサート
ごくろう市コンサート
出演者　鴨島小学校（金管バンド）、
ときめきキッズ吉野川（ダンス）、
ロコモコ（ポップス・ハワイアン）、
フラナニ・ハウオリ（フラダンス）、
米崎政人（フォーク）、しまゆきこ（ベ
リーダンス）、カマンベールJeeje’s

（ポップス）、他多数～
とき　６月24日㈯　午後５時～９時
ところ　ＪＲ鴨島駅前老人ホーム
　　　　あけわ敷地内（雨天決行）
連絡先
まちかどコンサート実行委員会
☎24−2400
℻24−3725（鎌田）

徳島ヴォルティス
ホームゲームスケジュール
とき　７月１日㈯　午後７時
対戦相手　愛媛ＦＣ
とき　７月16日㈰　午後６時30分
対戦相手　京都サンガＦ．Ｃ．
会場
　鳴門・大塚スポーツパーク
　ポカリスエットスタジアム
問い合わせ
徳島ヴォルティス株式会社
☎088（672）7339
℻088（672）7262
ホームページアドレス
http://www.vortis.jp/

阿波吉野川警察署だより
泥棒は絶えません。おかしいと思ったら110番通報を！
○不審者を見かけた場合　
　不審者は、駐車場をうろついたり、車内をのぞき込んだりします。これ
までの検挙事例ではドライバーなどの工具を使用して鍵穴を破壊したり、
ガラスを叩き割り車内から金品を盗み出したりしています。　　
　また、見張り役の運転手が車内で待機するなどしている場合もあるので、
このような不審者を見かけた場合は、ただちに110番通報をしてください。
○室内に犯人がいる場合
　家に帰ると、玄関戸が壊されるなどして室内から物音がするなど、犯
人が在室する可能性がある場合は、ただちに110番通報をしてください。
犯人は、手段を選ばず逃走します。危害を受けるなど、どんな被害に遭う
かわかりませんので、警察官が到着するまでは絶対に室内に入らないでく
ださい。
○盗難被害に気付いた場合
　玄関戸の鍵が壊され、室内が物色されているなどの盗難被害に気付いた
ら、ただちに、110番通報をしてください。犯人は、現場に犯行の痕跡
を残しており、その痕跡が犯人検挙の決め手となります。しかし、それら
の痕跡は、時間の経過により、犯人以外の者が触れ、滅
失してしまうおそれがありますので、被害に気付いた際
は、現場をそのままにして速やかに通報してください。
問い合わせ
阿波吉野川警察署　☎25−6110
鴨島町交番　　　　☎24−2331

薬物乱用は「ダメ。ゼッタイ。」
　現在、薬物乱用者の低年齢化や、危険ドラッグ使用者による犯罪の多発
など、薬物乱用問題は深刻化しています。薬物乱用をなくすため、「ダメ。ゼッ
タイ。」普及運動を６月20日から７月19日の間、全国一斉に実施します。　　　
　徳島県薬物乱用防止阿波吉野川地区協議会では、期間中「街頭募金活動」
および「６．26ヤング街頭キャンペーン」を実施します。薬物乱用防止
の推進に向けてご協力をお願いします。
「街頭募金活動」
期間　６月20日㈫～７月19日㈬
内容　地域団体キャンペーン協力店、市役所などに募金箱を設置します。
「６．26ヤング街頭キャンペーン」
とき　６月24日㈯　午前10時30分から11時30分まで
ところ　ショッピングタウン鴨島セレブ
　　　　ショッピングセンターアクアシティー
内容　吉野川保健所管内の中学生、指導員などを
　　　中心に国連支援募金を実施します。
問い合わせ
吉野川保健所　生活衛生担当
☎36−9017　℻22−1760



がんを防ぐための 新12か条　５条　塩辛い食品は控えめに

鴨島公民館だより
★江川わくわくホールイベント案内
○ＮＨＫ公開収録番組

「真打ち競演」
とき　６月24日㈯
　　　開場　午後５時15分　開演　午後６時
出演者

（１本目）青空球児・好児、エド山口、古今亭菊
志ん

（２本目）おぼん・こぼん、北口幹二彦、昔昔亭桃
太郎
入場料　無料（往復はがきでの申し込みが必要）
★参加者募集
自然と遊ぼう！沢のぼり体験
とき　７月25日㈫　午前９時集合
　　　出発　午前９時30分　帰着　午後５時頃
ところ　木

ユウマ

綿川
ガワ

（貞光川）上流
対象　小学３～６年生
定員　20人
　　　（定員を超えた場合抽選）
参加費　600円
持ち物　お弁当、シュノーケルなど　
申し込み　７月１日㈯～ 10日㈪
※必要事項を記入の上、鴨島公民館に持参してくだ
さい。
★講座案内（参加費無料）
○知って役立つ
～介護用品のいろいろと使用体験～
とき　６月21日㈬　午後１時30分
○元気づくり体操
～介護予防体操～
とき　６月22日㈭　午後１時30分～３時
○子どもえいが会～白雪姫～　
とき　６月24日㈯　午前10時30分
○そこがもっと知りたい
～中央構造線活断層直下型地震への備え～
とき　６月26日㈪　午後１時30分～２時45分
○歴史
～参勤交代よもやま話～
とき　７月５日㈬　午前10時～ 11時30分
○健康セミナー
～介護保険の利用のポイント～
とき　７月５日㈬　午後３時～４時
○やさしい経済
～ドル・円の見通しとトランプ効果による株価予想～
とき　７月７日㈮　午後１時30分～２時45分
○地域創生、現地研修
～ＮＨＫ・県警・県庁・議会・ひょうたん島～
とき　７月12日㈬
　　　午前８時40分出発（午後４時40分帰着）
○ＦＰから学ぶ「くらしとお金」
～年金の疑問にお答えします！（10年加入でも受
給可）～
とき　７月15日㈯　午前10時～ 11時30分
○知って役に立つ
～高齢者を災害から守る住まいに関するいろいろな
対策法～
とき　７月19日㈬　午後１時30分～２時45分
問い合わせ・申し込み
鴨島公民館
☎24−5111　℻24−5113

文化研修センター通信
○第13回総合美術展
申込期限　６月19日㈪
出品資格　高校生以上で本市在住の方、もしくは本市内の
職場、文化サークルに所属している方
※詳しくはお問い合わせください。
○ふるさと講演会
とき　７月２日㈰
　　　開場　午後１時30分
　　　開演　午後２時
ところ　文化研修センター　　
　　　　多目的ホール
演題　「玉垣に見る藍の民の
屋号を読む」
講師　松村　志眞秀さん
　　　（鴨島八幡神社宮司）
　藍の民・藍商が藍に向き合
う心意気・気概・想いなどを、
屋号から見える範囲で解き明
かして伝えていただきます。
○一日体験講座
★こども陶芸
とき　７月23日㈰
　　　「形成」　午前９時～正午
　　　「仕上げ」午後１時～４時
ところ　文化研修センター　研修室２
講師　森本　俊彦さん（講座講師）
参加費　１人1,500円（粘土代など含む）
★泉智等ゆかりの地めぐり
とき　７月30日㈰ 午前８時30分～午後３時30分
ところ　文化研修センター 研修室４
定員　20人
参加費　小・中学生（1,000円）大人（1,500円）
持参物　筆記用具、帽子
※ペットボトル１本と昼食はご用意します。
行程　文化研修センター発→板野町 地蔵寺ほか→一宮町 
大日寺→鴨島町（昼食）→上浦の松村善藏氏生家→飯尾 
報恩寺→泉智等生家跡→鴨島八幡神社→文化研修センター
着
問い合わせ・申し込み
文化研修センター
☎22−0015　℻22−0016

吉野川市民・高齢者輪投げ大会　参加者募集
とき　７月25日㈫　午前９時
ところ　川島体育館（川島町桒村2424番地１）
参加資格　吉野川市在住の60歳以上の方
参加費　500円
準備物　体育館シューズ、飲み物、折りたたみのイス
申込期限　７月10日㈪まで※締切厳守
申込方法　老人会クラブ会員の方は、各地区老人クラブ連
合会を通じて申し込んでください。
その他　ハーモニカ演奏やフラダンスショーもあります

（各種商品・参加賞あり）。
申し込み・問い合わせ
吉野川市老人クラブ連合会事務局

（吉野川市社会福祉協議会内）
☎25−5533　℻25−5528
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●
育
児
や
子
ど
も
の
し
つ
け
で
悩

　
ん
で
い
る

●
近
所
で
児
童
虐
待
・
高
齢
者
虐

　
待
ら
し
い
様
子
を
目
撃
し
た

　
守
秘
義
務
に
の
っ
と
っ
て
相
談

内
容
の
秘
密
は
固
く
守
り
、
個
人

情
報
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に

配
慮
し
た
支
援
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
Ｑ
＆
Ａ

　

Ｑ
１

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
ど

う
い
う
方
た
ち
で
す
か
？

　

Ａ
１

　
社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
、

常
に
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
相
談

に
応
じ
、必
要
な
援
助
を
行
い
、福

祉
事
務
所
等
関
係
行
政
機
関
の
業

務
に
協
力
す
る
な
ど
し
て
、
社
会

福
祉
の
増
進
に
努
め
る
方
々
で
す
。

　

Ｑ
２

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
ど
ん

な
人
が
な
る
の
か
？

　

Ａ
２

　
人
柄
が
よ
く
、
物
事
に
正
し
い

判
断
を
下
す
力
の
あ
る
方
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
富
み
、
社
会

福
祉
の
仕
事
に
理
解
と
熱
意
が
あ

る
方
で
す
。
特
別
な
資
格
な
ど
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
本
市
で
は
民
生
委
員
・
児
童
委

員
１
１
６
人
、
う
ち
主
任
児
童
委

員
９
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
任
期
は
３
年
で
、
現
委
員
の
任

期
は
平
成
31
年
11
月
末
ま
で
と
な

り
ま
す
。

　

Ｑ
３

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
報
酬

を
受
け
て
い
る
の
で
す
か
？

　

Ａ
３

　
無
報
酬
で
活
動
し
て
い
ま
す

（
活
動
に
必
要
な
交
通
費
な
ど
は

支
給
さ
れ
て
い
ま
す
）。

　

Ｑ
４

　
訪
問
に
来
て
く
れ
た
人
が
民
生

委
員
・
児
童
委
員
だ
と
確
認
で
き

る
も
の
は
あ
り
ま
す
か
？

　

Ａ
４

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
全
員
、

身
分
証
明
書
を
持
っ
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
証
明
書
は
す
べ
て
写
真

に
割
り
印
の
入
っ
た
も
の
で
す
。

　問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
課
　
地
域
福
祉
係

☎
22－

２
２
６
１
　
℻
22－

２
２
６
０

社
会
福
祉
協
議
会

☎
25－

５
５
３
３
　
℻
25－

５
５
２
８

　　

100周年シンボルマーク



がんを防ぐための 新12か条　６条　野菜や果物は豊富に

脂
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
と
は
？

　
脂
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
（
Ａ
、
Ｄ
、

Ｅ
、
Ｋ
）
は
、
水
に
溶
け
に
く

い
こ
と
か
ら
水
洗
い
や
、
ゆ
で

作
業
に
よ
る
損
失
が
少
な
い
の

が
特
徴
で
す
。

　
油
を
使
っ
て
調
理
を
す
る
と

脂
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
の
吸
収
率
が

上
昇
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り

ま
す
。
　
　

　
脂
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
は
レ
バ
ー･

う
な
ぎ･

卵
黄･

豆
類･

種
実
類･

緑
黄
色
野
菜
に
多
く
含
ま
れ
て

い
ま
す
の
で
、
他
の
食
品
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
摂
取

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
は
、
粘
膜
を
健

康
に
保
つ
効
果
が
あ
る
の
で
風

邪
の
予
防
に
も
な
り
ま
す
。

　
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
、骨
の
形
成
や

成
長
を
促
し
、
日
光
を
浴
び
る

こ
と
で
体
内
で
合
成
さ
れ
ま
す
。

　
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
は
血
行
を
よ
く

す
る
働
き
が
あ
り
、
ビ
タ
ミ
ン

Ｋ
は
出
血
し
た
血
液
を
固
め
る

働
き
と
骨
に
カ
ル
シ
ウ
ム
を
沈

着
さ
せ
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

　
脂
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
は
水
溶
性

ビ
タ
ミ
ン
と
違
っ
て
、
蓄
積
さ

れ
て
し
ま
う
の
で
、
サ
プ
リ
メ

ン
ト
の
過
剰
摂
取
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　
７
月
号
は
、「
た
ん
ぱ
く

質
」
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、「
地
域
の
方
々

と
と
も
に
歩
み
続
け
る
」
と
い
う
思
い
の
下
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
の
安
心

を
支
え
て
い
ま
す
。
民
生
委
員
制
度
は
、

平
成
29
年
に
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

ご
存
じ
で
す
か
！

民
生
委
員
・
児
童
委
員

ご
存
じ
で
す
か
！

民
生
委
員
・
児
童
委
員

広
報
よ
し
の
が
わ

５
月
号
の
訂
正

　
10
ペ
ー
ジ
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」
中
で
、
お
住
ま
い
の
地
区
の
担
当
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
知
り
た
い
と
き
の
問
い
合
わ
せ
先
に
つ
い
て
、『
社
会
福
祉
課
（
本
館
１
階
）』
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
正
し
く
は
『
社
会
福
祉
課
（
本
館
２
階
）』
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

　
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受

け
、
地
域
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な

福
祉
活
動
を
行
う
非
常
勤
の
公
務

員
で
す
。

　
民
生
委
員
は
、
児
童
福
祉
法
に

よ
り
児
童
委
員
を
兼
ね
、
援
助
を

必
要
と
す
る
方
の
福
祉
全
般
に
関

す
る
悩
み
や
問
題
な
ど
の
相
談
に

応
じ
、
行
政
や
関
係
機
関
へ
の
パ

イ
プ
役
を
務
め
、
問
題
解
決
の
手

助
け
を
し
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
中
に

は
、個
別
の
担
当
区
域
を
持
た
ず
、

子
ど
も
や
子
育
て
の
相
談
・
援
助

を
専
門
的
に
担
当
す
る
主
任
児
童

委
員
も
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
る
ほ
か
、

地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
社

会
福
祉
協
議
会
が
実
施
す
る
福
祉

事
業
に
協
力
す
る
な
ど
、
地
域
福

祉
の
推
進
活
動
に
お
い
て
も
活
躍

し
、
知
識
や
技
術
習
得
の
た
め
の

調
査
研
修
や
委
員
相
互
の
協
調
な

ど
を
目
的
と
し
て
協
議
会
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
と
き
に
相
談
を
！

●
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
で
生
活

　
に
不
安
が
あ
る

●
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
制
度
や
窓
口

　
が
分
か
ら
な
い

●
病
気
や
け
が
で
生
活
に
困
っ
て

　
い
る

●
身
体
に
障
が
い
が
あ
る
の
で
、

　
災
害
時
の
避
難
に
対
し
て
不
安

●
育
児
や
子
ど
も
の
し
つ
け
で
悩

　
ん
で
い
る

●
近
所
で
児
童
虐
待
・
高
齢
者
虐

　
待
ら
し
い
様
子
を
目
撃
し
た

　
守
秘
義
務
に
の
っ
と
っ
て
相
談

内
容
の
秘
密
は
固
く
守
り
、
個
人

情
報
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に

配
慮
し
た
支
援
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
Ｑ
＆
Ａ

　

Ｑ
１

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
ど

う
い
う
方
た
ち
で
す
か
？

　

Ａ
１

　
社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
、

常
に
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
相
談

に
応
じ
、必
要
な
援
助
を
行
い
、福

祉
事
務
所
等
関
係
行
政
機
関
の
業

務
に
協
力
す
る
な
ど
し
て
、
社
会

福
祉
の
増
進
に
努
め
る
方
々
で
す
。

　

Ｑ
２

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
ど
ん

な
人
が
な
る
の
か
？

　

Ａ
２

　
人
柄
が
よ
く
、
物
事
に
正
し
い

判
断
を
下
す
力
の
あ
る
方
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
富
み
、
社
会

福
祉
の
仕
事
に
理
解
と
熱
意
が
あ

る
方
で
す
。
特
別
な
資
格
な
ど
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
本
市
で
は
民
生
委
員
・
児
童
委

員
１
１
６
人
、
う
ち
主
任
児
童
委

員
９
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
任
期
は
３
年
で
、
現
委
員
の
任

期
は
平
成
31
年
11
月
末
ま
で
と
な

り
ま
す
。

　

Ｑ
３

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
報
酬

を
受
け
て
い
る
の
で
す
か
？

　

Ａ
３

　
無
報
酬
で
活
動
し
て
い
ま
す

（
活
動
に
必
要
な
交
通
費
な
ど
は

支
給
さ
れ
て
い
ま
す
）。

　

Ｑ
４

　
訪
問
に
来
て
く
れ
た
人
が
民
生

委
員
・
児
童
委
員
だ
と
確
認
で
き

る
も
の
は
あ
り
ま
す
か
？

　

Ａ
４

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
全
員
、

身
分
証
明
書
を
持
っ
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
証
明
書
は
す
べ
て
写
真

に
割
り
印
の
入
っ
た
も
の
で
す
。

　問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
課
　
地
域
福
祉
係

☎
22－

２
２
６
１
　
℻
22－

２
２
６
０

社
会
福
祉
協
議
会

☎
25－

５
５
３
３
　
℻
25－

５
５
２
８

　　

100周年シンボルマーク



がんを防ぐための 新12か条　７条　適度に運動

●問い合わせ 市介護保険課（地域包括支援センター）　☎22－2265　FAX22－2260

認知症サポーター養成講座を開催します!!

～みなさんも『認知症サポーター』になりませんか～

７月28日（金）
午後１時30分～３時 （受け付け：午後１時から） 
　
山川地域総合センター（旧山川庁舎）　２階　201会議室
　
１）認知症とは　　２）認知症の症状　　３）認知症の予防
４）認知症の方への接し方　　５）認知症サポーターとは
※受講された方にテキストおよびオレンジリングを無料配布します。
　
キャラバン・メイト（徳島県キャラバン・メイト養成研修受講者）
　
介護保険課（地域包括支援センター　本館２階）へ
７月25日（火）までに申し込みください。

●認知症とは？　加齢による物忘れがひどくなった状態や心の病気と混同されがちです
が、脳の細胞が死んでしまったり、働きが悪くなったりすることで、生活する上で支障が
出てくる状態のことをいいます。認知症は、誰にでもおこりうる「脳の病気」です。
　認知症の人は、周囲の正しい理解と気遣いがあれば穏やかに暮らしていくことも可能で
あり、そのためには地域の支え合いが不可欠です。

●認知症サポーターとは
　認知症サポーターは「なにか」特別なことをす
る人ではありません。認知症に関する正しい知識
と理解をもち、地域や職場で認知症の人や家族を
温かく見守り支える『応援者』です。受講修了後
は、認知症サポーターの印として『オレンジリン
グ』を配布します。

吉野川市には、
約 3,100 人の認
知症サポーターが
います!! 

『認知症』と『老化による物忘れ』 の違い

老
化
に
よ
る

物
忘
れ

認
　知
　症

物忘れの自覚はある ご飯のメニューなど
体験の一部を忘れる

判断力の低下はみら
れない

時間や場所、人との関
係などは分かる

物忘れの自覚がない ご飯を食べたこと自
体を忘れる

判断力が低下する 時間や場所、人との関
係が分からなくなる

と　き

ところ

内　容

講　師

申し込み

認知症サポーター養成講座を開催します!!



がんを防ぐための 新12か条　８条　適切な体重維持

８月以降のがん集団検診について
【申し込み期間など】
★検診の申し込み先：健康推進課（本館１階）
★申し込み受け付け：４月３日（月）から開始しています。各検診
　　　　　　　　　　日の２週間前までに申し込んでください。
※予約時間がありますので、申し込みの際に必ずご確認ください。
※胃がん検診および乳がん検診、腹部エコー検診は一日に受けられる人数に限りがありますので、定数に達した時点で締め

切らせていただきます。
※１週間前に検診票等を送付します。検診票が届いたら、留意事項を確認し、問診項目をご記入のうえ受診券とともに検診

会場へご持参ください。

日　　程 場　　所
検　　　診　　　項　　　目

胃がん 大腸がん 腹部エコー 乳がん 骨粗しょう症 前立腺がん 肝炎ウイルス 肺がん

 ８ 月 ８ 日（火） ふるさとセンター（美郷）
午前 ● ● ● ● ●
午後 ● ●

 ８ 月18日（金） 川島公民館
午前 ● ● ●
午後 ● ●

 ８ 月26日（土） 市役所（東館） 午前 ● ● ● ● ● ● ●

 ９ 月21日（木） 鴨島公民館
午前 ● ● ●
午後 ● ●

10月11日（水） 川島公民館
午前 ● ● ● ● ●
午後 ● ●

10月25日（水） 鴨島公民館
午前 ● ● ●
午後 ● ●

10月31日（火） 山川公民館
午前 ● ● ● ● ●
午後 ● ●

11月23日（木・祝） 市役所（東館） 午前 ● ● ● ● ● ● ●
12月18日（月） 鴨島公民館 午前 ● ● ● ● ●

超音波検診で次のような疾患がわかります。
肝　臓…脂肪肝・肝のう胞・肝硬変・肝臓
　　　　がんなど
胆のう…胆石・ポリープ・胆のうがんなど
すい臓…すい炎・すい腫瘤など
腎　臓…腎結石・腎のう胞・腎臓がん
ひ　臓…ひ腫など

※肺がん検診（巡回）の日時などについては、広報７月号でお知らせします。11月23日（木・祝）の集団検診での肺がん
検診は混雑が予想されるため、なるべく巡回検診を利用してください。

※１　個人負担金は個人により違います。70歳以上（昭和23年３月31日以前に生まれた方）・市民税非課税世帯・生活保
護世帯の方は、個人負担金が免除されます（腹部エコー検診・ヤング健診を除く）。５月末に送付している受診券つづ
りにてご確認ください。（74歳までの方に送付）

※２　今年度９月ごろから、県内指定医療機関において、胃カメラでの胃がん検診を開始する予定です。対象は50歳以上（２
年に１回の受診可）の方で、個人負担金は5,000円程度の予定です。詳細については決まり次第広報や回覧でご案内し
ますので、胃カメラでの胃がん検診をご希望の方は、 集団検診による胃がん検診（バリウム検診）を受けずに見合わせ
てください。

検診項目 対　　象　　者 個人負担金 ※１
（集団検診においての金額） 内　　容

胃がん検診 ※２
40歳以上の方

900円 バリウムによる胃部エックス線検査
大腸がん検診 500円 便潜血反応検査（２日法）
腹部エコー検診 5,400円 腹部のエコー検査

乳がん検診 40歳以上の女性で平成28年度に
受診されていない方（2年に1回） 1,300円 乳房エックス線検査

骨粗しょう症検診 40・45・50・55・60・65・70歳の女性 500円 腕のエックス線検査
前立腺がん検診 50歳以上の男性 500円 血液検査（PSA検査）
肝炎ウイルス検診 40・45・50・55・60・65・70歳の女性 無料 血液検査（Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルス検査）
肺がん検診 40歳以上の方 無料 胸部エックス線検査

喀痰検査 50歳以上で喫煙指数（１日本数
×喫煙年数）が600以上の方 500円

痰の検査
（※痰の検査のみはできません。胸部
エックス線検査とセットになります）

●問い合わせ・申込み 市健康推進課　☎22－2268　FAX22－2245



がんを防ぐための 新12か条　９条　ウイルスや細菌の感染予防と治療

お
し
え
て
!!
　歯
医
者
さ
ん

第
14
回

ブ
リ
ッ
ジ
と
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

材
料
で
は
限
界
が
あ
る
こ
と
も
少

な
く
な
く
、
審
美
性
に
優
れ
た
セ

ラ
ミ
ッ
ク
な
ど
を
用
い
る
場
合
は

自
費
診
療
と
な
り
ま
す
。

　
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
は
、
あ
ご
の
骨

に
チ
タ
ン
製
の
人
工
歯
根
を
埋
め

込
み
、
そ
の
上
に
人
工
の
歯
を

作
っ
て
機
能
回
復
す
る
方
法
で
す
。

健
康
保
険
の
適
用
外
で
、
治
療
費

は
高
額
で
す
が
、
自
然
な
形
態
と

審
美
性
、
自
分
の
歯
と
遜
色
な
い

か
み
心
地
を
回
復
す
る
こ
と
が
可

能
で
、
ブ
リ
ッ
ジ
の
よ
う
に
歯
を

削
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
工

歯
根
を
埋
め
込
む
手
術
は
、
あ
ご

の
骨
の
質
や
量
に
問
題
が
な
い
こ

と
が
前
提
で
あ
り
、
重
度
の
全
身

疾
患
が
あ
れ
ば
手
術
が
困
難
な
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
人
工
歯

根
と
骨
が
強
固
に
結
合
す
る
た
め

に
は
数
か
月
必
要
で
す
が
、
近
年
、

骨
の
状
態
が
良
好
で
あ
れ
ば
、
一

日
で
仮
歯
ま
で
装
着
で
き
る
即
時

荷
重
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
と
い
う
方
法

も
可
能
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
か
か
り
つ
け
歯
科
医
と
一
緒
に

最
善
の
方
法
を
見
つ
け
て
く
だ
さ

い
。

【
吉
野
川
市
歯
科
医
師
会
】

　
お
口
の
質
問
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
下
記
ま
で
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

質
問
　

　
30
代
の
主
婦
で
す
。
７

日
前
、
転
倒
し
て
顔
面
を
強
打
し
、

上
の
前
歯
が
一
本
抜
け
ま
し
た
。

か
か
り
つ
け
歯
科
で
元
の
位
置
に

戻
し
て
固
定
し
て
い
ま
す
が
、
将

来
的
に
抜
け
る
か
も
し
れ
な
い
と

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
前
歯
一
本

を
失
っ
た
場
合
の
治
療
法
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

回
答
　

　
一
般
的
な
治
療
法
は
、

ブ
リ
ッ
ジ
・
部
分
入
れ
歯
・
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
で
す
。
た
だ
し
、
部
分

入
れ
歯
は
、
年
齢
や
外
観
、
機
能

性
を
考
え
る
と
、
あ
ま
り
現
実
的

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
今
回
は

ブ
リ
ッ
ジ
と
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
に
つ

い
て
解
説
し
ま
す
。

　
ブ
リ
ッ
ジ
は
、
失
っ
た
歯
の
代

わ
り
と
な
る
人
工
の
歯
と
両
隣
の

歯
の
か
ぶ
せ
物
を
一
体
化
し
て
修

復
す
る
方
法
で
す
。
健
康
保
険
が

適
用
さ
れ
、
固
定
式
で
違
和
感
が

少
な
く
、
比
較
的
短
期
間
で
機
能

回
復
が
可
能
で
す
。
し
か
し
、
両

隣
の
歯
を
削
っ
て
土
台
と
し
、

失
っ
た
歯
に
か
か
る
力
を
負
担
さ

せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

自
分
の
歯
に
調
和
し
た
色
調
や
自

然
感
を
求
め
る
場
合
、
保
険
適
用

●お口の質問について（窓口）●
市秘書広報課　メールアドレス hishokouhou@yoshinogawa.i-tokushima.jp　FAX 22-2244

●問い合わせ 市健康推進課　☎22－2268　FAX22－2245

★吉野川市県外定期予防接種費用助成事業★
徳島県外での定期予防接種を希望される方へ

　里帰り出産などのやむを得ない事情により、定期予防接種を徳島県外で希望する場合は、吉野川市が定
める助成金額の範囲内で払い戻しを受けることができます。
 
　対象者
　本市に住所を有し、次のいずれかの理由により県外での定期予防接種を希望する方で、事前に本市の発
行する「定期予防接種実施依頼書」の交付を受けている方
　■予防接種を受ける方およびその保護者が出産等のため県外に長期にわたり滞在している場合
　■病気等の理由により、県外の医療機関等において通院、入院または入所をしている場合
　■その他やむを得ない特別な理由があると市長が認める場合
 
　対象となる定期予防接種
　●四種混合　　　　　　　　　　　●不活化ポリオ　　　　　　　　　　●BCG　　　　　
　●麻しん風しん混合（MR）　　　 ●麻しん　　　　　　　　　　　　　●風しん
　●日本脳炎　　　　　　　　　　　●二種混合　　　　　　　　　　　　●Hiｂ感染症
　●小児の肺炎球菌感染症　　　　　●ヒトパピローマウイルス感染症　　●水痘
　●B型肝炎

　　注意事項　
※本市に「定期予防接種実施依頼書」を提出せずに接種した場合は、予防接種費用の助成は受けられません。
※最後の予防接種接種後６か月以内に予防接種費償還払の申請を健康推進課（本館１階）で行ってください。６か

月を過ぎると申請できなくなります。
※助成金額は、医療機関において負担した額と本市が定める額の低い方が助成額となります。
※申請に必要な書類は、健康推進課にあります。

徳島県外での定期予防接種を希望される方へ



がんを防ぐための 新12か条　10条　定期的ながん検診を

吉野川市 子育て支援施設 ７月の行事予定
【マークの説明】 Ａ：午前実施　Ｐ：午後実施　D：日中実施　★：要予約
 親：親対象　子：未就学児対象　乳：乳児のみ対象　幼：幼児のみ対象　児：幼稚園以上が対象　その他：具体的に記載

施設名 子育て支援センター
ちびっこドーム

子育て支援館
ぶどうの木 鴨島児童館 鴨島南児童館 近久児童館 八坂児童館

場所
川島町桒村
2421番地1

（川島こども園内）　　　　　

鴨島町鴨島440番地２
（認定こども園めぐみ

幼稚園めぐみ保育園北側）
鴨島町知恵島
1208番地2

鴨島町飯尾
550番地76

川島町学字近久
157番地2

山川町安楽寺
165番地

連絡先 TEL 0883-25-6616
FAX 0883-25-6617

TEL(FAX) 0883-38-9117
TEL 0883-24-2435

TEL
FAX 0883-24-2379 TEL

FAX 0883-22-2277 TEL
FAX 0883-25-4985 TEL

FAX 0883-42-6828

開館日 月～土 月～金 月～土 月～土 月～土 月～土

開館時間 9時～ 17時 9時～ 15時 10時～ 18時（月～金）
13時～ 18時（土曜日） ９時30分～ 18時  9時30分～ 18時（月～金）

13時～ 18時（土曜日）
10時～ 18時（月～金）
13時～ 17時30分（土曜日）

1 土 A★親子 楽しい親子の筆
ペン硬筆教室 Ｐ児 自由遊び Ｄ 自由遊び Ｄ 自由遊び P 自由遊び

2 日

3 月 A親子 ゆきこおばちゃんと遊
ぼう☆七夕かざり作り D親子　　自由遊び　　　　　D 自由遊び Ｄ 自由遊び A子 英語 D 自由遊び

4 火 A親子 絵本の
読み聞かせ Ａ★親乳 ＢＰプログラム Ｄ 自由遊び Ａ親子　　　　　ほっとティー

ブレイク　　　　　P児 英語 P児 おやつ作り

5 水 A親子 子育て
何でも相談

Ａ親子　　　
2歳児 コアラルーム ★Ａ親子 ティータイム

＆クッキング
Ａ親子　　　　
Ｐ★児 英会話教室 P児 工作 D 自由遊び

6 木 D親子 自由遊び Ａ親子　　　
0,1歳児

カンガルー
ルーム Ｐ児 俳句教室 Ｐ★児 硬筆教室 P児 笹飾り D 自由遊び

7 金 A★親子 こどものための食育サロ
ン☆七夕プチケーキ作り Ａ★親乳 ベビー

マッサージ
Ａ親子
Ｐ児 七夕会 Ａ★親子　　　　

Ｐ★児
笹飾り作りと
七夕まつり

Ａ★親子
Ｐ★児 七夕まつり D 手芸の日

8 土 D親子 自由遊び ★親子 ヘルスメイトさんに
よる親子クッキング Ａ★親子 　ぴよぴよ広場　D 自由遊び P 自由遊び

9 日

10 月 A★親 イヤリング
作り Ａ親子 園庭開放　　　　　

子育て相談 ★Ｐ児 レッツ
ミュージック Ｄ 自由遊び Ａ子 工作 P幼・児 ダルクローズ

リトミック

11 火 A★親　　
P★親子

ピラティス体験会
Let's Enjoy English Ａ★親乳 ＢＰプログラム Ｄ 自由遊び Ａ親子　　　 

Ｐ★児
ほっとティー
ブレイク　     　　
書道

D 自由遊び D 自由遊び

12 水 A★親子　
A親子

誕生会・写真撮影　
こども園園庭開放 Ａ親子　　　イザヤ先生と

英語で遊ぼう！ ★Ａ親子 母と子のための
ハンドマッサージ

Ａ親子　　　　
Ｐ★児 英会話教室 D 自由遊び P幼・児 感触遊び

13 木 A親子 子育て広場
運動遊び Ａ★親子 お誕生日会 Ａ★親子 楽しい

工作あそび
Ａ★親子　　　 
Ａ親子

乳幼児子育て広場　　　　　　　　　　　　　　
育児相談 D 自由遊び P 絵本の日

14 金 D親子 身体計測 Ａ親子 のんびり　　　　
ティータイム Ｄ 自由遊び Ａ★親子 リズム体操　　　　　Ｐ児 水風船遊び P★幼・児 英語教室

15 土 D親子 自由遊び Ｐ 自由遊び Ａ★親子　　　　
Ｐ★児 クッキング Ｐ児 プチ実験 P 自由遊び

16 日
17 月

18 火 D親子 自由遊び Ａ★親乳 ＢＰプログラム Ｄ 自由遊び Ａ★親子　　　 
Ａ親子

リトミック
ほっとティーブレイク Ｄ 自由遊び D 自由遊び

19 水 D親子 自由遊び Ａ親子　　
2歳児 コアラルーム Ａ★乳親子 助産師による産後身

体メンテナンス教室
Ａ親子　　　　
Ｐ★児 英会話教室 Ｐ児 おやつ作り P幼・児 おやつ作り

20 木 D親子 自由遊び Ａ親子　　
0,1歳児

カンガルー
ルーム Ｄ 自由遊び Ａ★親子　　　　

Ｐ★児
プール・シャボン
玉・どろんこ遊び Ｐ児 茶道 D 自由遊び

21 金 D親子 自由遊び Ｄ親子 自由遊び　　　　　
身体測定

Ａ親子
Ｐ児 紙芝居の日 Ｐ★児 茶道教室 Ｄ 自由遊び D 手芸の日

22 土 D親子 自由遊び Ｐ親子幼児 おもちゃ病院
が来るよ！ Ｄ 自由遊び Ｐ児 ドッヂ大会 P 自由遊び

23 日

24 月 D親子 水遊び開始 Ａ親子 園庭開放
子育て相談 ★Ｐ児 作曲教室 Ｐ★児

宿題を仕上げ
よう（絵画）
絵画教室

A親子 おやつ作り D 自由遊び

25 火 A親子 リトリト☆
リトミック

Ａ★親　　
Ｄ親子

ヘッドスパ
自由遊び Ｄ★児 吉野川市児童館

合同ＤＡＹキャンプ Ｄ★児 吉野川市児童館
合同デイキャンプ D★児 吉野川市児連合

同デイキャンプ D★児 吉野川市児連
合同デイキャンプ

26 水 D親子 こども園
園庭開放

Ａ親子　　
2歳児 コアラルーム Ｐ児 歯科衛生士に

よる歯磨き指導
Ａ親子　　　　
Ｐ★児 英会話教室 Ｄ 自由遊び D 自由遊び

27 木 D親子 自由遊び Ａ親子　　
0,1歳児

カンガルー
ルーム

Ａ親子
Ｐ児

絵本の読み
聞かせ
茶道クラブ

Ｐ★児 硬筆教室 Ｄ 自由遊び D 自由遊び

28 金 D親子 身体計測 Ａ★親子 たのしい
クッキング Ｐ★児 生け花クラブ Ａ★親子　　　　

Ｐ★児 お誕生会 Ｄ児 生花 A★幼・児 ながしそうめん

29 土 D親子 自由遊び Ｐ児 自由遊び Ｄ 自由遊び Ｐ児 愛館日 P 自由遊び
30 日

31 月 A親子 阿波踊り教室 Ａ親子 園庭開放　　　　　
子育て相談 ★Ｐ児 貯金箱作り Ｄ 自由遊び A子 紙芝居・

シャボン玉 A★児 絵画教室

※詳細については、直接施設までお問い合わせください。※上記の行事予定が、やむを得ない事情により予告なく変更となる場合がありますのでご了承ください。



がんを防ぐための 新12か条　11条　身体の異常に気がついたら、すぐに受診を

７月の介護予防教室

７月のリハビリ教室

７
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容
3 月 9:00 ～ 10:30 南町集会所 山 川

健
　
　
　
　
康
　
　
　
　
相
　
　
　
　
談

栄 養 の お 話

6 木 9:00 ～ 10:30 忌部農業構造改善センター 山 川 介 護 予 防 体 操
13:00 ～ 14:30 鍛治屋敷公会堂 川 島 介 護 予 防 体 操

7 金 9:00 ～ 10:30 川島公民館岡山分館 川 島 楽 し い 脳 体 操
10 月 13:00 ～ 14:30 飯尾敷地地区公民館・飯尾敷地コミュニティーセンター 鴨 島 介 護 予 防 体 操
11 火 9:00 ～ 10:30 川島老人福祉センター 川 島 楽 し い 脳 体 操
12 水 9:00 ～ 10:30 川島公民館久保田分館 川 島 栄 養 の お 話
13 木 9:00 ～ 11:00 西麻植地区公民館 鴨 島 口腔（こうくう）ケア
14 金 9:00 ～ 10:30 三ツ島西公会堂 川 島 楽 し い 脳 体 操
18 火 13:00 ～ 14:30 山川公民館 山 川 口 腔 ケ ア
19 水 9:10 ～ 10:30 中古井広域集落センター 美 郷

24 月 9:00 ～ 10:30 鴨島老人福祉センター 鴨 島 楽 し い 脳 体 操
13:00 ～ 14:30 知恵島老人憩の家 鴨 島 介 護 予 防 体 操

25 火 9:00 ～ 10:30 川島公民館山田分館 川 島 口 腔 ケ ア
26 水 9:00 ～ 10:30 こだま会館 川 島 楽 し い 脳 体 操
27 木 9:00 ～ 10:30 牛島地区公民館 鴨 島 楽 し い 脳 体 操

28 金 9:00 ～ 10:30 森山地区公民館 鴨 島 口 腔 ケ ア
13:00 ～ 14:30 東山老人憩の家 美 郷 介 護 予 防 体 操

※健康手帳をご持参ください。　　※資料がある場合があります。眼鏡が必要な方はご持参ください。
※健康相談の受付時間は、基本的に開始時刻から30分間です。

７
　
　
月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容
10 月 9:30 ～ 11:30 西麻植地区公民館 鴨 島

・血圧測定
・理学療法士による個別運動指導
・集団体操

11 火 9:00 ～ 11:00 元木会館 山 川
14 金 9:00 ～ 11:00 川島公民館本町分館 川 島
19 水 13:30 ～ 15:30 山瀬地区公民館 山 川
24 月 13:00 ～ 15:00 大東・江川公会堂 鴨 島

●問い合わせ 市介護保険課（地域包括支援センター）　☎22－2265　FAX22－2260

夜間・休日在宅当番医表

６月・７月

☆平日／ 18時～22時  ☆休日／ 9時～13時、14時～18時、19時～22時
☆○印は、休日診療日
☆吉野川市ホームページにも「夜間・休日当番医」の案内があります。
☆日本中央テレビ、ケーブルネットおえでも放送しています。
☆変更になる場合がありますので、当番医または徳島中央広域連合
　（☎26−1190）で必ずご確認のうえ受診してください。
☆問い合わせ／市健康推進課　☎22−2268　℻22−2245

６月 ７月 医　院　名 電話番号
14 梶 本 胃 腸 科 内 科 24−2413
15 21 古本内科クリニック 24−7377
16 石 原 小 児 科 24−2388
17 和 田 耳 鼻 咽 喉 科 24−2566
⑱ 25 森 住 内 科 医 院 22−3010
19 22 美 摩 病 院 24−2957
20 24 渡 辺 医 院 24−7177
21 20 四 宮 医 院 25−2016
22 26 糸 田 川 眼 科 24−2531
23 鈴木内科（敷地） 24−5880
24 28 杉 山 医 院 25−2802

㉕・29 27 松 永 医 院 42−2110
26 29 矢 田 医 院 25−2006
27 31 木 村 内 科 胃 腸 科 24−6413
28 谷 医 院 42−2353
30 阿 部 整 形 外 科 24−4880

６月 ７月 医　院　名 電話番号
１ 鈴木内科（喜来） 24−3413
② 麻名内科外科クリニック 26−0020
３ 岸 整 形 外 科 25−3133
４ 鴨 島 病 院 24−6565
５ 富 本 医 院 42−3123
６ 大 内 整 形 外 科 24−3058
７ 工 藤 内 科 医 院 42−3113
８ 高橋皮膚科クリニック 24−5122
⑨ よしのがわ往診診療所 36−1850
10 井 内 内 科 24−3070
11 鴨 島 耳 鼻 咽 喉 科 24−8070
12 中西内科クリニック 42−6755
13 杏 和 医 院 22−0333
14 いぬい産科婦人科クリニック 22−1230
15 リバーサイドクリニック岡田 24−8884
⑯ かなめ小児科内科クリニック 26−0310

６月 ７月 医　院　名 電話番号
⑰ あ お ぞ ら 内 科 22−1311
18 石原内科循環器科 24−2536
19 グリーン耳鼻咽喉科 24−2488
㉓ 知恵島皮膚科診療所 36−9012
㉚ さ く ら 診 療 所 42−5520

●徳島市夜間休日急病診療所（☎088−622−3576）
●県立中央病院（☎088−631−7151）
〈月～土〉　8時30分～19時30分　最寄りの医療機関
　　　　　19時30分～22時30分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　22時30分～翌8時30分　県立中央病院
〈日・祝日〉　9時00分～17時00分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　18時00分～22時30分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　22時30分～翌8時30分　県立中央病院
●吉野川医療センター（旧麻植協同病院）（☎26−2222）
　診療日　日曜日
　診療時間　９時～17時（直接問い合わせてください）

小児救急医療体制
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が
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域
で
活
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で
き
る
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う
、

保
護
者
の
方
も
一
緒
に
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え
て
く

だ
さ
い
。

　平
成
28
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の
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と
概
要

　
吉
野
川
市
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少
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成
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導
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。

①
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。
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催
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。
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図  書  だ  よ  り
◆開室時間
　午前10時～午後６時
◆６月、７月の休室日
　火曜日、祝日、
◆ボランティアグループ「よみっこ
★か～も」による絵本のよみきか
せの会
毎月第２土曜日午前10時30分か
ら／鴨島公民館２階和室／絵本の
読み聞かせ、エプロンシアター、
紙芝居など
◆新刊案内
　【一般書】
　　「騎士団長殺し第Ⅰ・Ⅱ部」　　
　　　　　　　　　　村上春樹　著
　　「紙のピアノ」　　新堂冬樹　著
　　「回帰」　　　　　今野　敏　著　
　【児童書】
　　「ネコの住むまち」
　　イブ・スパング・オルセン　著

◆開館時間　午前10時～午後６時
◆６月、７月の休館日

水曜日、祝日、月末資料整理日
（６月30日㈮、７月31日㈪）
◆展示
　写真展「平和への希求」川村泰史
とき　７月２日㈰〜 30日㈰
ところ　川島図書館１階ロビー
※入場無料
◆夏休み手作り教室−貯金箱
（事前申し込みが必要）
とき　７月21日㈮
　　　午後１時30分～３時30分
ところ　川島図書館２階
講師　西山欣子さん
参加費　無料

◆開館時間
　午前 10 時～午後６時
◆６月、７月の休館日

月曜日、祝日、振替休日（７月
18日㈫）、月末資料整理日（６月
30日㈮、７月28日㈮）
◆おはなし会

７月８日㈯ 午後１時30分から
（約30分間）／毎月第２土曜日開
催
◆子ども映画会

７月１日㈯（おじゃる丸　満月
ロード危機一髪）、７月15日㈯（ノ
ンタン　スプーンたんたんたん）、
７月29日㈯（うっかりペネロペ）

（午後２時から約１時間）

鴨島図書室（鴨島公民館内）
☎24−5111　FAX24−5113

川 島 図 書 館
☎25−3141　FAX25−5382

山 川 図 書 館
☎42−5222　FAX26−4101



慶事法事・各種宴会

（有）クリーンエンゼル
各種ごみの処理いたします!!

ご一報ください。お見積もり無料です。

吉野川市川島町山田字芝生39番地6

ごみのことならおまかせください!

5,400 4,320 5,400 6,480

保険のプロがお客様の立場で加入中の保障内容の

説明や見直しの仕方まで丁寧にアドバイスしてくれます。

2017年（
平

成
29年

）6月
号
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／
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115-1

TEL 0883-22-2203　
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と
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ン
キ

を
使

用
。

広
報
よ
し
の
が
わ

広
報
よ
し
の
が
わ
６

大切な思い出を心ゆくまで語り合っていただけたら…

TEL.（0883）24-8989
吉野川市鴨島町鴨島471-2

法要・ご会食プランのご案内
●5,400円コース………
●6,480円コース
●7,560円コース

8品 ●無料送迎バス（少人数
●お料理は旬の素材を用いますので、
季節により料理内容が変わります。

●法要引き出物ご手配させて頂きま
●お弁当の宅配も承ります。

料理長の会席おすすめ3コース（各コース 税・サ込）

………

……

9品
10品

可）

す。


